大阪府知事・大阪市長選挙を終えて
大阪府知事選と大阪市長選挙の投開票が11月27日に行われました。連合・自治労が支援した「倉田薫さん」（府知事候補）、「平松邦夫さん」（市長候補）については、きわめて残念な結果となりましたが、この間、全国の仲間から多くの支援をいただいたことに感謝申し上げます。
今回のダブル選挙は、「大阪維新の会」（以下、「維新」と略）系の首長による専制的な政治に歯止めをかけ、基礎自治体と公共サービスを守るためにも重要なたたかいでした。大阪市を解体する｢大阪都構想｣と、職員の削減と公共サービスの民営化を公約としている「維新」系の候補の勝利を許せば、住民自治を基礎とした地方自治と公共サービスの確立をめざす自治労にとって、きわめて憂慮すべき事態となることが予想されたからです。
　「維新」の公約である教育基本条例や職員基本条例は、免職規定の強化を背景に、教職員や職員に対する管理を強める内容です。自治労は、現場職員の発意や働きがいを重視する立場から、労使交渉などを通じて、条例の問題点を明らかにしていきます。その上で、連合や関係産別および市民団体とも連携し、議会での慎重な議論を求めて、府・市議会への働きかけを強化していきます。また、「大阪都構想」についても、補完性の原理にもとづく基礎自治体の強化と住民自治による地方分権の推進を基本に据え、必要な対応をはかっていきます。

自治労としては、全国への影響を考慮し、地方自治の確立と質の高い公共サービスをめざす立場から、各層との対話と住民合意を求めていく決意です。
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